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日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

　　　　　〔 都営地下鉄 〕 ◎三田線「内幸町駅」 A7出口  徒歩3分 〔 東京メトロ 〕 ◎丸ノ内線 ◎日比
谷線  「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分 ◎千代田線  「霞ヶ関駅」C4
出口徒歩3分  ◎ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分  ※当施設に駐車場・
駐輪場はございません。 公共交通機関をご利用下さい。

『ガリヴァー旅行記』
● ジョナサン・スウィフト  著
● 柴田 元幸  訳
● 朝日新聞出版  ● 2022年
朝日新聞に2020年から約2年
かけて翻訳連載され書籍化。

【日比谷データベース講座】
PICK UP VOL .25 Westlaw Japan

ポモーヌ 2024年　9月号　A4 4P
表紙面 2C  スミ＋DIC154

表 4 表 1

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■ 日祝10時～17時  ■休館日 

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 TEL：施設代表 03-3502-3340  図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

掲載されている内容について変更や中止となる場合があります。
最新情報は、ホームページ等をご確認ください。

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌
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「東京―TOKYO」（～11/15）
再開発が進み、日々変化を続ける街、東京。徳川家康が幕府を開い
てから東京の地は政治・経済の中心となり、今でも人が多く集まる
大都市として栄えています。東京とはどのような街なのでしょう
か。改めて東京の魅力と現状を見つめる展示です。

「初代国立劇場で演じられた
公演関連資料から」（～10/30）
2023年10月末の初代国立劇場閉場にあたり、過去の公演パンフ
レットや上演資料集等の寄贈を受けました。国立劇場のこれまで
の活動を追うことができる貴重なアーカイブとして紹介いたしま
す。ぜひ手に取ってご覧ください。

「冒険 あるいは憧れと羨望と狂気と挑戦と失敗、
そして人生」（～10/18）
本展示では、いつの時代も私たちを魅了してやまない、冒険をテー
マに本を集めました。たまには日常を飛び出し、心のまま、身体中
でワクワクを感じながら冒険に出かけてみませんか。世界はまだま
だ驚きに満ちています。私たちの人生はもっと、胸躍るものであっ
て良いはずです。

「事実が生成される時代」（～2025/1/17）
SNSの普及や生成AIの急成長により、直ちに情報の真偽を迫られ
ることが多くなりました。じっくり物事を考える余裕が失われてい
る今、デマやフェイクに惑わされないために情報を判断する基準
を、私たちはどこに持てば良いのでしょうか。情報の取捨選択の一
助となる資料を展示します。

※展示情報は変更する場合がございます。10 月 の 展 示 情 報
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『新しい世界への旅立ち 
（シリーズ世界周航記 別巻）』
● 石原 保徳、 原田 範行  著
● 岩波書店　● 2006年
未知の世界に挑んだ人々の航海記の魅力を解明。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■3F エレベーターホール ～10/14（月・祝）

ライブラリー・インフォメーションL I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

『ガリバー旅行記』はなぜ約300年も世界中で
読み継がれ、沢山の翻訳家も魅了してきたので
しょう。またガリバーが架空国にくわえて日本を
訪れたのはなぜでしょう。ガリバーの世界をい
ろいろな切り口で紹介します。

ガリバーの冒険

16

法律情報総合データベース「Westlaw Japan」を使用し、判例や法情報の
基本的な調べ方や活用方法を学びます。通常のデータベースのご利用は館
内端末でのご提供となりますが、当講座は、講座用トライアルID（当日のみ
有効）を利用して、ご持参のパソコンやスマートフォンでも受講できます。
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■ 部分（図書フロア）休館日

19 20

NEW!

NEW!

特別整理期間（蔵書点検）のお知らせ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

書架に並んでいるすべての本のICタグやバーコードを読み取り、あるべ
き場所に本があるかどうか、行方不明になっている本はないかを確認す
る作業のことです。
19日・20日の本の返却は、1階エントランスの返却ボックスおよび国会
通り側のブックポストをご利用いただけますが、本の返却処理が遅くな
ることをあらかじめご了承ください。

蔵書点検とは？

19(土) 20(日) 21(月)
10／ 10／ 10／

19日・20日は、
2･3階の図書フロアのみ

休館します。

21日は
文化財事務室を除き
全館休館です。

期間中はご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

  「日本法データベース活用方法！」

「Westlaw Japan」とは？
法令、判例、審決等、書籍・雑誌、文献情報、ニュース記事など、あらゆる
法律情報を検索できる法律情報総合データベースです。戦前のものか
ら最新の判例まで収録し、出典、評釈、関連判例や参照条文などの付
加価値の高い関連情報も豊富です。文献情報は、法分野の雑誌・大学
紀要・学会誌など約1000誌、書籍約113,000冊の書誌情報を網羅し
ています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 日時：10月15日（火）18時30分～19時30分
● 講師：上田 茂斉（トムソン・ロイター株式会社）
● 会場：2階 図書フロアカウンター前
● 参加費：無料  ● 申込・受付不要、途中参加・退席可

『ガリバー旅行記』には「踏み絵」が登場しま
す。17世紀にオランダで出版された通称『モ
ンタヌス日本誌』（オランダ語初版1669、
当館特別研究室所蔵）は踏み絵を視覚的に
西欧に紹介した書物でもあり、スウィフトの
ガリバー執筆に影響を与えたと言われます。
こちらもぜひご覧ください。『モンタヌス日本誌』より「踏み絵図」

図書の特別整理を実施するため、2階・3階の図書フロア部分を臨時休館します。期間
中は、フロアへの立入りが出来なくなる他、図書の貸出・閲覧席の利用などが出来なく
なります。本の返却は1階エントランスおよび国会通り側ブックポストをご利用くださ
い。（一部資料を除く）図書フロア以外の施設は通常通りご利用いただけます。
※10月21日（月）は全館、休館日です（文化財事務室は除く）

部分（図書フロア）休館のお知らせ
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●休館日：11月18日（月）●開室時間：月～木・土 10時～19時、金 
10時～20時、日・祝10時～17時（入室は閉室の30分前まで）●会
場：日比谷図書文化館１階特別展示室 ●観覧料金：一般500円、大
学・高校300円、区内在住者・中学生以下・障がい者（付添1名）無料
●主催：千代田区、千代田区教育委員会●協力：公益財団法人
金沢文化振興財団 金沢湯涌夢二館、千代田区立日比谷図書文化館

11 2（土） 12 15（日）
晩春感傷（部分） 1926(大正15)年 金沢湯涌夢二館蔵↑
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展 示 解 説 
11月8日（金） 18：00～ 担当：千代田区文化財事務室学芸員
11月23日（土・祝） 10：30～ 担当：金沢湯涌夢二館学芸員
12月6日（金） 18：00～ 担当：千代田区文化財事務室学芸員
●時間：各回約30分 
●会場：日比谷図書文化館１階特別展示室
●定員：先着20名（事前申し込み不要）

詳細は
ホームページを
ご覧ください。
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『江戸名所図会』に見る行楽と商い

ポモーヌ 2024年　10月号　A4 4P
中面 2C  スミ＋DIC154
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〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、
お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付で
もご予約を承ります。各講座とも定員になり次第、締め切ります。キャン
セルの場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。（現金のみ）
千代田区民料金のある講座は、当日、図書貸出券や健康保険証など住
所が確認できるものをお持ちください。

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 
「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざ
まな「学び」と「交流」の場を提供します。

10・11月の講座

(木)
10

「日比谷オペラ塾」  2024／2025シーズン開幕特別講演会

赤川次郎さんが語る 特別講演『歌と私』
講師：赤川 次郎（作家）

ウィーンのオペラハウスを舞台にした『三毛
猫ホームズの歌劇場』（KADOKAWA）、オペ
ラへの愛と情熱が満載のエッセイ『三毛猫
ホームズとオペラに行こう！』（朝日新聞出
版）などの作品があり、文壇きってのオペラ通
として知られる赤川次郎氏に、オペラの魅力
と楽しみ方を語っていただきます。
（主催：フェニーチェ劇場友の会）

■ 日時：10月10日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：2000円
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(木)他
14

日比谷オペラ塾

名作オペラの魅力、再発見 （全２回）
2024/2025シーズンのテーマは、 「名作オペ
ラの魅力、再発見」と題して、もう一度、名作と
言われるオペラの魅力を、さまざまな角度か
ら再発見したいと思います。その第1回として
11月は、ドニゼッティの傑作オペラ・ブッファ
を、読み解いていただきます。
（主催：フェニーチェ劇場友の会）
■ 日時：11月14日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 ドニゼッティ「愛の妙薬」その魅力
 講師：石戸谷 結子（音楽評論家） 
 12月19日（木）19：00～20：30（18：30開場）
  J.シュトラウスII「こうもり」の魅力
 講師：堀内 修（音楽評論家） 
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）   ■ 定員：60名　■ 参加費：1500円

11

(木)
17

源氏物語をひらく 第１回

「源氏物語×枕草子：平安文学に丸ごと親しむ！」
講師：渡辺 祐真（作家）

平安時代を代表する文学と言えば、『源氏物語』
と『枕草子』。この二つの作品は、同じ時代に、近し
い立場にあった紫式部と清少納言という人物に
よって生み出されました。本講座では、二つの作品
を比較したり、この作品が生まれた時代背景を学
んだりすることで、両作品をまとめて味わいます。

■ 日時：10月17日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：2000円（学生1000円）　
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。
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(金)
11 地盤の専門家に教わる地面の下の不思議となぜ講師：杉本 隆男（早稲田大学理工学術院総合研究所 招聘研究員）

建設工事や地盤災害調査に豊富な経験をもつ
地盤の専門家から、地震時の液状化や地盤沈
下、地名との関係や地震・大雨による斜面崩壊
など「地盤」についての正しい知識を学びます。
（企画協力：NPO法人 建築から社会に貢献す
る会）

■ 日時：10月11日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール （大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

10

(水)
9

千代田区内ミュージアム連携企画  展覧会への入口講座Vol.41

静嘉堂の茶道具を“深堀り”で楽しむ！
曜変天目も！
講師：長谷川 祥子（静嘉堂文庫美術館 主任学芸員）

「三菱」を創始した岩﨑彌太郎の弟、彌之助
とその息子小彌太によって創設・拡充され
た静嘉堂には、貴重な古典籍と東洋古美術
品が収蔵されています。静嘉堂が丸の内に
ギャラリーを移して初の茶道具展「眼福
展」で出品の作品から、これぞ、という名品
を、画像＆解説でじっくり味わいましょう。
国宝・曜変天目はことに“深彫り”します！
■ 日時：10月9日（水）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

10

©Kenta Koishi

(木)
28

上廣・日比谷ライブラリーレクチャー  私のチャレンジ人生 （第７回）

いくつになってもチャンスがある
～多様な人生の切り拓き方
講師：柳川 範之（東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授）

技術革新のスピードが速く大変な時代にみえる現代は、新しいチャ
ンスの時代でもあります。大学教員としてはかなり変わった経歴を
持ち、変わった経験を積んだ私がチャンスの活かし方、チャンレンジ
の仕方を考えます。
■ 日時：11月28日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民、学生は無料）

11

(土)
211

(土)
911

(土・祝)
2311

(土)
1611

(木)
31

源氏物語をひらく 第２回

「世界文学としての源氏物語～
ウェイリー訳から「らせん訳」へ」
講師： 毬矢 まりえ（俳人、評論家/写真左）、 森山 恵（詩人、翻訳家/写真右）

約100年前の1925年、イギリス人アーサー・
ウェイリーが『源氏物語』を英語全訳しまし
た。世界に「シャイニング・プリンス・ゲンジ」
が輝き出た瞬間です。「世界最高峰の文学作
品」とイギリス・ヨーロッパで激賞されたウェ
イリー源氏。再翻訳した私たち姉妹が「世界
文学としての源氏物語」を語ります。

■ 日時：10月31日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  ■ 定員：200名　
■ 参加費：2000円（学生1000円） ※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。
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©Benjamin Parks

(金)
15

アートイラストレーター杉全美帆子が語る vol.2

レオナルド・ダ・ヴィンチってこんな人！？
伝わるさまざまな逸話から人柄に迫る
講師： 杉全 美帆子（作家・イラストレーター）

「万能の天才」と呼ばれるレオナルド・ダ・
ヴィンチですが、伝わるエピソードを見ると、
その人生は驚くほど人間くさく、親しみやす
いエピソードが万歳です。豪華な顔ぶれの同
時代人とのあれこれ、驚異的な仕事の裏話
とともに、イラストをふんだんに用いて、レオ
ナルドの人生と素顔を楽しくご紹介します。
■ 日時：11月15日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール （大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円
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ガエターノ・ドニゼッティ
（1797-1848）

◆古文書塾てらこや本講座開講◆
古文書専門塾として、初心者から経験者まで楽しみながら学んで
いただける「古文書塾てらこや」。多種多様な講座を開催します。

■ 会場：４階スタジオプラス、セミナールーム ■ 定員：各講座23名（申込順） ■ 参加費
（初回一括払い）：【入門コース】【本科コース】16,800円（全5回/各回120分/資料代500
円） 【特別講座】13,650円（全5回/各回90分/資料代500円） 【特設・月1回コース】 8,190
円（全3回/各回90分/資料代300円） ※特設・月1回コース「『源氏物語 須磨』の変体仮名
を読む」は、『ハーバード大学本 源氏物語 須磨』（新典社 1,760円税込）を、また「陽明文庫
旧蔵『百人一首』の変体仮名を読む」は、『変体仮名翻字版 百人一首』（1,800円税込）をそ
れぞれテキストとして用います。（当館でのご用意も承ります。） ※てらこやに関する資料
をご希望の方には無料で送付いたします。■ 資料請求・体験講座のお問い合わせ：電話
（03-3502-3340） 日比谷図書文化館代表 古文書塾てらこや担当迄

入門コース
120分
（全5回）

本科コース
120分
（全5回）

特別講座
90分

（全5回）

特設
月１回コース
90分（全3回）陽明文庫旧蔵 『百人一首』の変体仮名を読む

ハーバード大学本『源氏物語 須磨』の変体仮名を読む

江戸・明治の書状を読む―形式と内容、一歩から

江戸を楽しむ―江戸の寺社あれこれ

開国ニッポンの外国人

大久保利通の手紙を読む

幕末・江戸庶民の世相を読む―「嘉永雑記」の世界
武家文書を読む―幕府崩壊事情

古文書の保存・修復の知技能―古文書保存のセラピスト講座

文人画と碑文―掛軸を読む

いろはの次 ― 古文書いろいろ（午後クラス）

いろはの次 ― 古文書いろいろ（午前クラス）

古文書のいろは　筆字のくずし字

（月）10：30～

講座名 曜日・時間 実施日

10/7

10/7

10/8

10/10

10/11

10/11

10/15

10/15

10/6

10/22

10/16

10/3

10/8

10/9

10/3

10/4

10/19

10/19

13：30～

10：30～

13：30～

13：30～

18：30～

10：30～

13：30～

13：30～

13：30～

13：30～

10：30～

19：00～

13：30～

18：30～

18：30～

13：00～

15：30～

（月）

（火）

（木）

（金）

（金）

10/1210：30～（土）

（火）

（火）

（日）

（火）

（水）

（木）

くずし字で楽しむ江戸歌舞伎 10/2613：00～（土）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（土）

特 別 研 究 室 企 画 展 示

特別研究室所蔵の江戸の名所案内『江戸名
所図会』（斎藤月岑 編輯・長谷川雪旦 画）か
ら当時の行楽地や今では見られなくなった商
売の様子を紹介します。人が集まる寺社や行楽
地ではさまざまな商売が始まり、名物となったも
のもあります。 人々で賑わう場所ではどのよう
な商売が行われ、どのように変わっていった
のかについて展示資料を通して考察します。

● 期間：10月22日（火）～12月28日（土） ● 開室時間：平日10：00～20：00 
土曜10：00～18：00 日曜・祝日10：00～16：00 ● 会場：4階特別研究室

国宝 「曜変天目（稲葉天目）」 
南宋時代

（12世紀～13世紀）
静嘉堂所蔵

〈上記３講座共通〉
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：500円

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 

ちよぴた落語会『ひつじの古本祭り』編第5回　
出演： 柳家花いち、春風亭昇羊、春風亭昇市

◆ 日時：11月29日(金)18時30分～20時15分（18時開場）
◆ 会場：千代田区役所1階 区民ホール  ◆ 定員：70名（事前申込制、先着順）
◆ 申込：11月7日（木）10時～千代田区立図書館ホームページの
　「お申し込みフォーム」からお申し込みください。
　当日までに定員に達しない場合のみ、当日券販売あり。  ◆ 参加費：1000円

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

読書好きの春風亭昇羊さんが文学作品
の魅力を熱く、楽しく語るトークショー付き
の落語会。好評いただいた昨年に続き、
一年ぶりの開催です♪
主催：千代田図書館 読書振興センター

● 主な展示資料（予定）… 『江戸名所図会』、『諸国六十余州名所図会』 ほか

予告

入場
無料

特 別 展 関 連 講 座

鷲神社・大鳥神社とお金の話
講師：鈴木 浩三（経済史家）

木枯らしが吹くと酉の市の季節。各地の
鷲（おおとり）神社は熊手を求める人々
で賑わいます。商売繁昌が御利益の鷲
神社や酉の市は、鳥の王の鷲が転化した
もの。この講座では、鷲神社が「商売の
神様」として中世の関東で広まった背景
や、当時の関東平野や江戸湾における商
売（水運や市場など）の様子を解説します。

■ 日時：11月16日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

カネ

1 自伝的小説「出帆」に込められた夢二のこだわり
講師：平町 允（千代田区文化財事務室学芸員）

龍星閣旧蔵竹久夢二コレクションには、夢二自身が筆をとった唯
一の自伝とされる小説「出帆」の挿絵原画が含まれます。本講座
では「出帆」に描き込まれた衣服や雑貨などに着目し、「夢二式モ
デルルーム」の構成要素であるファッションや日用品に対する夢
二の愛着を読み解きます。
■ 日時：11月2日（土）14：00～15：30（13：30開場）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2 夢二のパトロンとそのコレクション
―金沢湯涌夢二館のコレクションを中心に―
講師：  太田 昌子（金沢湯涌夢二館前館長）

明治末大正初期にその「夢二式美人画」によって時代の寵児と
なった詩人画家・竹久夢二は、師や画壇に頼らず独立不羈の道を
選び、彼を支援した親友やパトロンたちはコレクションを形成す
ることになりました。この15年間に金沢湯涌夢二館に新収蔵され
た７コレクションと「竹久家コレクション」を紹介します。
■ 日時：11月9日（土）14：00～15：30（13：30開場）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3 「夢二式モデルルーム」の楽しみ方
講師：  川瀬 千尋（金沢湯涌夢二館学芸員）

竹久夢二が描いた作品のなかでも、人物を中心として室内空間を
描いたイラストレーションを「夢二式モデルルーム」と称して、その
魅力的な作品の数々を紹介します。インテリアやファッション、人
物が手にするアイテムなど、細部にまで夢二の趣味が反映された
作品の見所をお話しします。
■ 日時：11月23日（土・祝）14：00～15：30（13：30開場）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

浅草田甫酉の市
（『風俗画報』臨時増刊67号 
江戸歳時記 下 / 1894年）

富士見茶亭
（『江戸名所図会』 / 1836年）


